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分圧の小さい時は P チトクロム酸化酵素が主にはたらいているが，はげしく通気して培養したさいには P
チトクロム酸化酵素が減少し HQ 酸化酵素の収量が大になるので，緑膿菌の呼吸阻害剤不感性な酸素吸収
に HQ 酸化酵素が関与していると想像されるのであるが，天然、の電子供与体が不明なため HQ 酸化酵素
の生理的意義は未詳である。しかしながら， HQ 酸化酵素の精製標品は酸素分圧の上昇とともに活性を増
大するものであるから上記環境における乙の菌の電子伝達系になにか役割を演じていることは想像にかた
くない。
一万，硝酸呼吸に関与するこの菌の硝酸還元系は硝酸の存在下で酸素分圧の低いときにはじめて完備さ
れ，酸素分圧が大になると硝酸が培地中にあっても亜硝酸以下の還元経路が著しく阻害されるために，硝
酸呼吸は抑圧され，電子伝達経路は酸素呼吸の方に流されてゆくことが推論された。
以上東君の論文は新酵素 HQ酸化酵素を発見し，その拍出精製ならびに性質を明らかにするとともに複
雑な緑膿菌の代謝生理を酵素化学的立場から研究し，酵素の消長の反映として把握したもので，数多の参考
論文の秀れた業績と考えあわせ，同君は理学博士の学位をうけるのに十分な資格があるものと認められる口
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